
1 

 

令和５年度 第２回中堅・中小企業等の DX促進に向けた検討会 議事要旨 

 

1. 会議の概要 

日時：令和６年２月１日（木） １０時００分～１２時００分 

場所：WEB開催 

 

2. 議事要旨 

（１） 討議 

〇 手引きの改訂に関すること 

 現在の手引き 2.0 の内容を事業者に広めていくことが重要であると考えており、事例更

新・拡充を実施した上で広報に注力をしていく方針で進める。 

 特に、「DXとは何か」、「デジタルガバナンス・コードに沿って取組を進めることで DXが

実現する」という点を明確に伝え、読者に自分ごと化してもらうよう努めるべきと考え

る。 

 DXは単にデジタル技術やツールを導入することではなく、企業経営の変革そのものであ

ることは、より強調する必要がある。 

 現在記載している「経営者の役割」に加えて、中堅・中小企業等を支える「支援機関の

役割」を追記するのは良い方向と理解している。その中で、地方公共団体（自治体）と

連携するメリットにも触れられるとよい。 

 現在掲載している「取組例 A-C」と「取組事例集」に含まれる各企業の情報で、何を伝え

るべきか整理した上で校正を進める。特に、企業ごとにさまざまである DXの取組段階を

念頭に置き、整理していく。 

 現場の実態を見ても、この手引きはまだまだ事業者へ浸透しきれていない認識である。

デジタルガバナンス・コードは、デジタル経営が未来を創っていくという考えで作成し

ていると理解しているが、それをもっと前面に押し出していくことが効果的であると考

えている。さらに、中堅・中小企業等を支援する機関のレベルも上げていく必要がある。 

 「支援機関を通じた中堅・中小企業等の DX支援の在り方に関する検討会」の議論内容も、

本手引きには盛り込んでいくことが重要。 

 

〇 DXセレクション２０２４の公開に関すること 

 DXセレクションの表彰式の実施にあたって、リアル会場と Web配信のハイブリッド開催

をすることとし、一般の方にも視聴いただける形式で検討を進める。 

 リアル会場には、セレクション企業に関わる多くの方を、全国から招けるとよい。 

 表彰式では、審査委員長から選定事業者の発表及び全体講評をいただくとともに、優良

事業者から取組概要に関する発表を行ってもらうこととした。 
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（２） 今後の進め方 

 第３回検討会は２０２４年２月下旬、DXセレクション選定企業発表会は３月中旬に予定

している。 

 各委員からのご意見を踏まえて今後の検討会を運営していくとともに、手引きの改訂に

ついては第３回検討会にて事務局から案を提示する。 

 

お問合せ先 

商務情報政策局 情報技術利用促進課 

 電話：03‐3501‐2646 

 


